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森林流域の蒸発散が
基底流出の逓減に与える影響
矢 部 和 弘*
平成 +0年 ,月 ,0日受付平成 +0年 0月 ++日受理
要約 : 本研究では 森林の蒸発散が基底流出に与える影響について検討した 基底流出の逓減は被圧逓減
不圧逓減に大別され それぞれ指数関数 分数関数で表現することができる これらを大洞沢に適用した結
果 双方の関数ともかなりよい適合を示した 基底流出の逓減を表す関数は従来 蒸発散を考慮しないこと
が前提であったが 本研究の結果 季節変化を示し 蒸発散との関連があることを示唆した
逓減係数の季節変化は樹木の肥大成長 樹液流量の季節変化と同じ傾向を示しており 基底流出には蒸発
散量が大きく関与していることが明らかとなった 大洞沢の場合 季節ごとの逓減係数は樹木成長の休止期
を +とすると成長期には ,..倍 成熟期には +.2倍に増大した また 各逓減係数と蒸発散量との間には強い
相関が見られた
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大洞沢 標高 .-/212m は 丹沢山地東部にある宮が
瀬ダムの上流約 1 kmに位置している 大洞沢の流域面積
は .2 ha, 流域内水系は樹枝状に広がり 形状比 *.1/と比
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被圧逓減曲線は ある時間 t day での流量 Qt mm
dayが流域貯留量 St mmに比例すると仮定しその比








一方 不圧逓減曲線は 同様にある時刻 t day での流
量 Qt mmday が流域貯留量 St mm の ,乗に比例






















































ただし Pt : 日降水量 mmday Qt : 日流量 mm





し 期間日数 n日 で除すことにより日蒸発散量を算出
した






の平均値を表 +に示す その結果 不圧逓減曲線の方が若





逓減係数は *.*,. ,月*.*00 0月 に 不圧逓減係数
は *.*++ ,月*.*,* .月に推移し 平均はそれぞれ
*.*-2 *.*+/となった
高橋ら,は地質別に不圧逓減係数を求めており 第四紀
火山岩類流域で *.**0*.*+. 花崗岩類流域で *.*+*
*.*+1 第三紀火山岩流域で *.*+.*.*,, 古生層流域で













を行った その結果 被圧逓減係数は +,,月 -0月
1++月の -区分 不圧逓減係数は +,,月とそれ以外の
月の ,区分に分類された 不圧逓減係数については 分散





考えられる 樹木を例に取ると -0月は成長期 1++
月は成熟期 +,,月は休止期 休眠期 にあたる
今川ら3によると日本産主要樹種 ,-種 +-,本の肥大成





終了する また 晩材の細胞は 1月から 2月に生じる+*
スギの樹液流量の経年変化を追跡した例によると ,月下







林東山流域 流域面積 +*0.1 ha, 標高 -.10+1 m におい
て月ごとに逓減係数を求め樹木の着葉期である /3月













+33. +33/の ,年間だけであった +33. +33/年の各年の
年降水量は ,,.** mmおよび ,,+., mm, それに対する年流
出量は +,+*.mmおよび +,+0-mmであったすなわち年
流出率は .0および /.であり平均すると /*となっ
た単純に消失量を計算すると +,,30mm, 313mmとなり
平均は +,+-2 mmで すべてが蒸発散量だとすると関東地
方の年平均蒸発散量 0**3**mm.を大きく上回る しか
し短期水収支法による蒸発散量の推定結果 図 0を見る
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The Inﬂuence of Evapotranspiration
on Depletion Curves of Base Runo#
in a Forested Watershed
By
Kazuhiro YABE*
(Received February ,0, ,**./Accepted June ++, ,**.)
Summary : This study investigated and analyzed the inﬂuence of evapotranspiration of forest on base
runo#. Depletion of runo# can be classiﬁed as pressure depletion and non-pressure depletion
according to various depletion coe$cients. Generally, pressure depletion follows an exponential
function, while non-pressure depletion follows a fractional function. Depletion of base runo# of the
Ohora watershed ﬁts an exponential as well as a fractional function very well. Generally, although
depletion coe$cients of the function do not take evapotranspiration into consideration, each depletion
coe$cient indicates the impact of seasonal variation on base runo#, and correlationship with
evapotranspiration is suggested.
Seasonal variation of the depletion coe$cients accords with seasonal variation of the growth and
sap ﬂow of trees. Therefore it becomes clear that there exists very signiﬁcant correlationship between
evapotranspiration and base runo#. In addition, when a depletion coe$cient associated with the
resting stage of tree growth is assumed to be +, that for the growing stage becomes ,.. times and that
for the maturation stage +.2 times. By analyzing the relationship between depletion coe$cients and
evapotranspiration very signiﬁcant correlationship is found between them.
Key Words : Base runo#, Depletion coe$cients, Evapotranspiration
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